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公益財団法人とよなか国際交流協会  
2025（令和７）年度 事業計画 

 

 

【はじめに】                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                

日本で暮らす外国人はコロナ禍の影響により、2020年、2021年と 2年連続で減少したものの、2022

年度からは大きく数を増やしています。豊中市で暮らす外国人も同様に増加しており、毎年 5％を超え

るペースで増え続けています。 

その背景には、少子高齢化に伴う労働力不足がありますが、外国人労働者だけでなく、その家族も一

緒に増えています。事業所、行政機関、学校園、地域など様々なところでどうやって外国人を受け入れ

るか、外国人とともにどうやって暮らすかということが大きな、しかも現実的で目の前にある課題とな

っています。 

今や多文化共生の実現は遠い将来の目標ではなく、地域社会の未来を考える上で非常に重要な一歩に

なっています。 

 

豊中市でも、市民や様々な市民団体とともに、豊中市や当協会が中心となって地域の多文化共生のま

ちづくりに取り組んできました。地域で暮らす外国人の中でも女性や子ども、労働者など弱い立場に置

かれがちであり、かつその状況が周りから見えにくい人たちの声に耳を傾けながら、一歩一歩、課題解

決と多文化共生のまちづくりの推進に歩んできました。今後も日常的に「見えない存在」に目を向け、

「声なき声」に耳を傾けながら、地域に住む外国人が安心安全に暮らせるための総合的支援と、未来に

向かって平和で平等な多文化共生社会の創造を目指していきます。 

 

一方で、地域で暮らす外国人の増加は、地域社会にもまた当協会の事業にも大きなインパクトを与えて

います。地域社会の受け皿の充実や担い手の確保、どうやって情報を漏れなく届けていくか、ますます多

様化する中で一人ひとりがルーツを大切にすることのできる環境や社会の受け止めなどの土壌をどこま

で広げていくことができるか。また、グローバル社会の進展の中、多文化共生のまちづくりに関する議論

の中でも経済効果や効率化に目が行き、ともすれば難民や非正規滞在者など、より見えにくい人たちの存

在や、人権の視点、歴史的な視点などが軽視されかねない状況の中で、豊中での多文化共生をどう進めて

いくか。足元からしっかりと考え、実践していく時期に来ています。 

 

基本理念や事業を振り返る視点（居場所、エンパワメント、ボトムアップの組織づくり、双方向性）を

大切にし、様々な事業を有機的につなげながら、さらに子ども・若者、地域福祉などの地域の様々な取

組・ネットワークともつながっていきます。 

 

協会はこれまでの伝統と実績を基に新たな発想と想像力を発揮し、地域で国際交流・多文化共生のま

ちづくりに取り組む様々な団体とのネットワークを作るだけでなく、行政や学校、さらには地域の市民

活動団体や自治会、事業者ともつながりを作り、多文化共生社会の創生のための礎づくりを進めていき

ます。今後とも、多文化共生社会の実現に向けて、集い・つながり・共生する『チームとよなか』の一

員として、多様な文化や人が尊重される豊かで魅力あるまちづくりの実現を目指していきます。 

 

※ なお、本事業計画では、特に言及がない限り、外国人という言葉に外国ルーツの人も含みます。 

 

 



 

- 2 - 

 

 

 

 

公正で平和な地域社会を築くために相互の違いを認め合い、文化的な価値の多様性を尊重する地域社

会をつくるために、外国人と日本人が相互交流し協働する場の構築や環境整備、関連するセミナーや講座

を通じて国際理解の促進や次世代の担い手育成等に取り組む。 

 

1-1．市民主体の国際交流活動推進事業                

                                【財源：指定管理受託料収入】                                      

市民一人ひとりが多文化と共生できる社会をつくるために行動することができるよう、特に外国人当

事者の視点から市民の国際交流活動が推進される環境整備を行う。    

       

(1)情報サービス     

多言語を含む必要な新聞・雑誌、書籍、フリーペーパーなど国際交流に関する情報の収集と提供を行う。

また、情報を必要とする外国人や市民の把握、アプローチに努め、より効果的な情報発信につなげてい

く。お知らせコーナー、図書コーナー、コミュニケーションボード、「世界の絵本」コーナーの設置運営

を行う。行政情報を含むニュースレターをはじめ、ウェブサイト、Facebook、LINE、Instagramなどの

SNSを駆使した広報に努めるとともに、センターの視察希望者を受入れ、場所や活動を周知させていく。

また、民族衣装や世界の玩具などを収集・貸出する。 

＜対象＞：国際交流活動に関心がある方、外国人      

          

(2)市民協働推進     

市民活動、福祉、男女共同参画、環境、国際などに関わる中間支援団体による、分野を超えた連携・協

働の仕組み作りを推進するほか、協会事業間のつながり作り、にほんご交流活動や国際交流に関わる市民

団体への支援及び協働を推進する。また、行政や事業者との協働や役割分担についても進めていく。さら

に、市と協働で行った調査研究を通じて浮かび上がった課題に対して、関係機関との協働・ネットワーク

の充実化を図り、課題の共有と解決のための取組を進める。 

＜対象＞：中間支援団体及び市民団体       

         

(3)留学生・ホストファミリー     

近隣の大学と日本学生支援機構大阪日本語教育センターの留学生たちと、ホームビジットの形で半年

から 1年間の交流をマッチングし、ホストファミリーが参加できる催事を企画する。 

＜対象＞：国際交流活動に関心がある方、外国人       

 

 

1-2．おとな国際事業                        

             【財源：指定管理受託料収入】 

外国人がおかれている社会的状況について日本人側が明確に認識し、課題解決に向けて分野を越えて

協働していけるよう、外国人市民と日本人市民の出会いや交流、双方が関係を結ぶことのできる機会を提

供する。 

 

１．多様な人々が尊重される地域づくり 
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(1)にほんご活動     

日本人や外国人など参加者のニーズにあわせた多様なにほんご交流活動を開催する。  

＜対象＞：日本語活動に参加を希望する方、外国人  

  

(2)多文化共生推進事業 

日本人向けに世界の文化について様々な切り口で学ぶセミナーやワークショップの開催、外国人向け

には日本文化に関する学びの場の提供、また、地域の外国人が必要な地域情報にアクセスできるよう通訳

を養成して派遣を行う。 

＜対象＞：多文化共生の取組に関心がある方、外国人 

 

 

1-3．持続可能な地域づくり事業                    

                        【財源：事業収入、賛助会費、寄付金収入】 

国籍を問わず多様な価値観を持つ人びととともに民主的な社会をつくるために不可欠な理念・知識・技

能を学び、それらが地域課題や地域貢献のための行動へと促進されるよう、さまざまな機関との連携・協

働に取り組む。 

            

(1)メディア・リテラシー市民ゼミナール     

国際的な視点を取り入れたメディア・リテラシー市民ゼミナールの開催やメディア・リテラシーを進め

る研究機関などとの連携を実施する。   

＜対象＞：関心がある方 

         

     

事業名 日 時 場 所 

もっともっとつかえるにほんご 毎週月曜 10:00～12:00 とよなか国際交流センター 

とよなかにほんご・木ひる 毎週木曜 13:30～15:00 とよなか国際交流センター 

オンラインにほんご 毎週木曜 19:00～20:00 とよなか国際交流センターほか 

とよなかにほんご・金あさ 毎週金曜 10:30～12:00 とよなか国際交流センター 

みんなでにほんご・どようあさ 毎週土曜 10:30～12:00 とよなか国際交流センター 

にちようがちゃがちゃだん 毎週日曜 10:00～12:00 とよなか国際交流センター 

千里にほんご 毎週木曜 10:00～11:30 市立千里公民館、市立千里図書館 

庄内にほんご 毎週日曜 13:00～15:00 市立庄内公民館 

多文化子育て支援事業 外国人ママの

ための場所 おやこ［おかまち］ 
毎週火曜 10:00～12:00 市立岡町図書館 

多文化子育て支援事業 外国人ママの

ための場所 おやこ［しょうない］ 
毎週火曜 10:00～12:00 市立庄内図書館 

多文化子育て支援事業 外国人ママの

ための場所 おやこ［せんり］ 
毎週火曜 10:00～12:00 市立千里図書館 
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(2)ＥＳＤとよなか 

国連が提唱する持続可能な開発のための教育（Education for Sustainable Development）などに関す

るセミナー、ワークショップ、体験学習の実施、学校などへの国際理解の講師派遣、やさしい日本語に関

するワークショップの実施、地域の清掃への参加や文化交流・市民及び地域の事業所と連携した外国人支

援活動（通訳・日本語指導）などを切り口とした外国人と日本人が協働して地域課題に取り組むような地

域貢献活動や調査などを実施する。そのほか、市民が自分のライフスタイルや社会を捉えなおし、世界の

問題を自分自身の問題であると認識することができるよう、国内外で様々な社会的課題に取り組む先進

地域の市民団体を訪ねて、現地の活動に学び、人々と交流し、地球的視野をもって多文化共生社会を担う

人材を育成することで持続可能な地域づくりにつなげる取り組みを行う。    

＜対象＞：関心がある方  

 

 

1-4．持続可能な人づくり事業                      

【財源：指定管理受託料収入】 

市民活動を推進する人びとが、地域での公的機関としての役割を認識し、活動の裾野をより拡げること

ができるよう、国際交流活動の担い手育成のための学び・学びほぐしの場を、さまざまな機関と連携・協

働して定期的に設ける。 

  

(1)ボランティア養成・研修     

協会にほんご活動のボランティアなどになるための講座等を開催する。  

＜対象＞：関心がある方    

 

 

世界・日本・社会といった広い視野と時代の流れを見据えながら、地域課題の中で自分たちの位置を自

覚し、解決に向けて行動できるような学びや対話の場を、関係機関と連携しながら提供し、担い手を育成

する。 

また、すでに活動に参加しているボランティアの学びの場を設け、ボランティア同士の交流や学び合

い、活動間のつながり作りも試みる。また、地域で暮らす外国人が増えている中で、ボランティアに限ら

ず、広く市民も対象に改めて多文化共生のまちづくりに関する学びの場を設ける。 

＜対象＞：関心がある方         

 

1-5．子ども国際事業                           

【財源：指定管理受託料収入】 

次世代の子どもたちが日本や世界の様々な文化を、体験を通して具体的に学ぶことができるように、異

文化理解・国際理解の機会を提供する。  

多文化子育てボランティア養成講座 
多文化子育て支援事業 外国人ママのための場所 おやこ［おかまち・しょう

ない・せんり］／多文化保育にこにこ などのボランティアになるための講座 

にほんごボランティア養成講座 

もっともっとつかえるにほんご／とよなかにほんご・木ひる／とよなかにほ

んご・金あさ／みんなでにほんご・どようあさ／にちようがちゃがちゃだん／

千里にほんご／オンラインにほんご／庄内にほんごなどのボランティアにな

るための講座 
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(1)おまつり地球一周クラブ     

年数回程度、様々な国や地域をテーマに取り上げた参加体験型の国際理解プログラムを地域の外国人

や子どもたちと一緒に実施する。なかでも、特に日本に最も身近な国、韓国を取り上げた学びの機会も提

供する。 

＜対象＞：小学生・中学生とその保護者、関心がある人 

    

(2)韓国・朝鮮のことばとあそびのつどい     

市内の外国人の中でも数が多い韓国・朝鮮にルーツを持つ子どもたちを対象に、月 1 回程度韓国・朝

鮮の文化に触れ、学べる機会を豊中市在日外国人教育推進協議会と協働で提供する。 

＜対象＞：韓国・朝鮮につながりを持つ小学生・中学生  

 

    

 

 

社会参加が困難な立場にある外国人が日本人と同等に主体的に地域づくりに参加していけるよう、乳

幼児から高齢者まで世代を分断することなく総合的な外国人支援を行う。最終的に社会参加が困難な立

場にある外国人が、日本人と同等に主体的に地域づくりに参加することができるようになることを目指

す。  

2-1．おとなサポート事業                        

                【財源：指定管理受託料収入】 

外国人市民対応にあたる多言語スタッフ、カウンセラーを配置し、全ての事業とつながりながらサポー

トシステムとして機能できるようにし、多くの外国人市民が主体的に地域社会に参加できる機会などを

創出していく。特に自立のための就労に関する相談については市民協働部くらし支援課との協力体制を

つくっていく。 

   

(1)相談サービス事業     

外国人のための一般生活相談及び外国人女性専用電話相談を実施する。相談に対応する多言語スタッ

フ、ならびに相談全体のコーディネーター兼女性相談カウンセラー及び就労相談コーディネーターを配

置し、別途必要な通訳や翻訳作業と同時に、相談の質を高めるために必要なリソース配備を行う。また、

安定して相談を行える体制を確保するとともに、相談ケースの整理、分析を進め、より適切な対応を可能

にする。 

＜対応言語＞日本語、中国語、韓国・朝鮮語、英語、フィリピノ語、タイ語、スペイン語、ポルトガル語、

インドネシア語、ベトナム語、ネパール語 

＜対象＞：必要とする人（外国人及び日本人）  

 また、相談スタッフが中心となって、地域に住む外国人が主体となるコミュニティ活動の創出、外国人

コミュニティと協力して行う相談会等やコミュニティ活動間のつながり作りを通してエンパワメントを

図る。 

＜対象＞：必要とする人 

 さらに、相談サービスを通じて浮かび上がった課題に対して、関係機関との協働・ネットワークの構築

により、課題解決のための周知啓発活動、提言活動及び検討などを行う。 

＜対象＞：必要とする人 

２．周縁化される外国人のための総合的なしくみづくり 
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(2)外国人のための防災事業     

災害時における多言語支援センター設置について行政や大学等と検討を進め、外国人コミュニティや

地域の事業者とも協力しながら、災害時における多言語支援センター設置や避難に関する訓練、災害時に

外国人を支援するための勉強会などを開催する。また、市民や外国人コミュニティ、地域での防災訓練実

施組織等とのつながり作りを行い、連絡体制の構築を進める。 

＜対象＞：関心がある人、外国人 

 

 

2-2．子ども・若者サポート事業                       

【財源：指定管理受託料収入】 

「子どもの権利条約」が掲げる権利の主体として、差別を受けることがないように、外国人の子ども・

若者に対する支援及び相談事業を行う。特に子どもと関係する行政機関や教育関係者とも連携し、赤ちゃ

んから青少年に至るまでの総合的な事業を創っていく。   

 

(1)多文化子ども保育にこにこ     

外国にルーツを持つ子どもを対象とした保育活動を行う。保育活動を通じ、孤立しがちな外国人家庭の

子どもが社会性を身に付ける機会とすることを目的とする。なお、実施日時を親の日本語学習（とよなか

にほんご・木ひる、金あさ）とそろえることで、子どもの成長だけでなく、子育て中の外国人の親の社会

参加及び日本語学習のサポートともする。 

＜対象＞：就学前の外国にルーツを持つ子ども      

 

(2)子ども母語     

毎月第 2・4日曜日に母語教室を開催し、外国にルーツを持つ子どもたちが母語や母文化に触れ、母語

でコミュニケ―ションできるように支援する。また、子ども同士の仲間づくりを通じた居場所作り、エン

パワメントを行う。           

＜開講クラス＞ 中国語、スペイン語   

＜対象＞：外国にルーツを持つ子ども（小学生以上）      

           

(3)学習支援サンプレイス     

毎週日曜日（第一日曜日を除く）に、外国にルーツを持つ子どもを対象とした居場所作りを行う。上記

「子ども母語」も兼任するコーディネーターを置き、大学生・大学院生ボランティアが運営する。活動内

容は宿題など学習支援、日本語支援、表現活動、相談など子どものニーズに沿って対応する。行事や企画

事業なども随時行う。 

＜対象＞：外国にルーツを持つ子ども（小学生～高校生） 

 

（4）若者支援事業 

義務教育課程を過ぎた外国人の居場所作り、地域のネットワークを作りながら若者についての認識を

共有し、必要な支援（自己表現や学習に対する支援等）を実施する。 

＜対象＞：外国にルーツを持つ若者（高校生以上） 
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学校教育の中に多文化共生を推進する拠点がハード・ソフトともに自律的につくられていくことを目

指し、「外国にルーツを持つ子どもたちの権利保障」と、多文化共生を推進する次世代の子どもたちの育

成を、教育委員会や学校等と連携・協働して取り組む。 

 

3-1．小学校外国語体験活動事業                   

【財源：市教育委員会外国語体験活動受託料収入】 

豊中市が総合計画で推進している「共に生きる平和な社会の実現を図る」ために、豊中市市民公益活動

条例に基づいて豊中市教育委員会が実施している「豊中市立小学校外国語体験活動（提案公募型事業）」

を受託する。地域に暮らす外国人（ボランティア）が学校と協働し、地域に根差した社会参加を展開して

いく可能性を模索することを目指す。           

①市教育委員会との協働で、市立小学校・義務教育学校の３年生から６年生に外国語体験活動を実施す

る。 

②体験活動を実施できる外国人ボランティア及びそのコーディネーターを配置して事業を運営する。 

＜対象＞：市内の全小学校・義務教育学校の 3年生から 6年生までの児童 

  

3-2．国際教育推進事業                          

【財源：指定管理受託料収入】 

市教育委員会や学校等と連携・協働しながら、市で長年行ってきた帰国児童生徒教育、在日コリアン児

童生徒教育、渡日児童生徒教育の取組を、「豊中型国際教育」として総合的につなげるシステムを構築す

る。協会の地域における多文化共生の拠点としての実績を活かした学び・調査・研究を実施する。  

① 文部科学省委嘱モデル事業(2006～2008年)に始まり、国際教育推進プロジェクト(2009年)，豊中

市国際教育推進協議会（2010～2018年）に続いて、豊中市国際教育推進連絡会(2019年～)となった

連絡会に今後も参加し協議を進める。 

② 豊中市国際教育推進連絡会と協働で、豊中市内に在住する外国人の子どもと大人が集う場を開催

する。 

③ 地域の教育機関等と連携し、外国にルーツを持つ子どものための情報共有と必要なイベントを開

催する。 

＜対象＞：市教育委員会及び市立小中学校・義務教育学校、幼稚園等   

 

 

3-3．多文化子どもエンパワメント事業                   

                                【財源：自主財源 他】 

外国にルーツを持つ子ども・若者たちが、自分たちの背景を肯定的に捉え、それらを積極的に表現でき

るような場を学校内外につくるために、教育委員会や学校をはじめとした関係諸機関、諸団体と連携・協

働しながら、現状把握を行い、それらに対応できるような支援や事業を実施する。 

①  義務教育課程において十分に日本語力を身につけられていない外国人児童・生徒及び学齢超過の

外国にルーツを持つ若者に対して日本語指導を行う。また、その取組内容について発信する。 

３．学校とつながってつくる豊かな未来 
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② 外国にルーツを持つ子ども・若者への支援をより充実させるため、関係機関・団体でのネットワー

クにより、情報交換、広報活動、提言活動などを行う。 

＜対象＞：外国にルーツを持つ子どもや若者たち       

 

 

 

 

                                 【財源：指定管理受託料収入】 

とよなか国際交流センター貸室業務は、事業目的である、国際交流の機会提供及び参加促進の事業、国

際理解及び国際化に関する啓発・研修事業、国際協力に関する事業、在住外国人に呈する支援事業などを

推進していく活動ならびに同様の国際交流を目的として使用する一般市民を対象に行う。部屋が空いて

いる場合は、営利目的でない限りにおいて一般利用者にも貸室を行う。 

貸室の利用代金に関する収入はすべて豊中市に納める。 

 また、ATOMS振り返り会や研修、日々の活動を通して、事業を振り返る４つの視点（居場所、エンパ

ワメント、ボトムアップの組織づくり、双方向性）をより深く根付かせるとともに、より有機的に事業間

での学び合い、つながりが生じる機会を持つ。 

４．施設管理受託事業 


